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[DSRC（Dedicated Short Range Communication）：専用狭域通信] 
電子情報技術産業協会（JEITA）は、5.8GHz帯の DSRC（狭域通信）に対応する ITS車載器に関して

制定・発行した規格内容を、2007年 6月 13日に開催した講演会「DSRC事業展開の方向と ITS車載器規
格の制定について」で発表しました。（詳細は SI・EMCトピックスレター07年 6月号（８）項によりま
す。） 
今後、機器メーカーは、制定・発行した規格を基に自動車に搭載する車載器や道路に配置する路側機を

開発することになりますが、この DSRCとはどのようなものでしょうか。 
 
「DSRC」とは Dedicated Short Range Communicationの略であり、「狭域通信」と訳されます。ITS

（Intelligent Transport Systems）の世界では、この通信方式を用いて路側機（路側に設置された無線装
置）と車載器（車両に搭載された無線装置）の間で無線通信を行います。 
 日本国内の規格では、5.8GHz 帯（上り 5.815～5.845GHz、下り 5.775～5.805GHz)の周波数帯で、路
側機 300mW 以下、車載機 10mW 以下の電波を使いアクティブ方式で通信します。変調方式としては、

ASKのほか QPSKが利用されており、ビットレートは、ASKが 1,024kbps、QPSKが 4,096kbpsです。
路側機側からは全二重（同時に上り下りの通信を行なう）通信が、車載機は半二重通信が可能となってお

り、1台の車載機と約 3mの距離で 1台だけの車と通信したり、約 30m以内で複数の車載機と通信したり
するなど、サービスによって通信範囲を調整できます。  
 
 DSRCの応用に関しては、自動車側に対応車載器
を取り付けるだけで、路側器との情報の授受が可能

となります。現在、ETC（Electric Toll Collection、
自動料金収受システム）やビル地下駐車場の入退管

理システムなどで利用されています。DSRC方式は、
電波の受信エリアを限定して情報発信ができるため、

見通しの悪い道路での前方障害物を知らせたり、合

流支援などの安全面での使用のほか、ETCやカーナ
ビなどと組み合わせた新サービスの登場が期待され

ています。 
 JEITAは規格内容の発表とともに、初期段階にお
ける ITS車載器の機能や、普及を進めるための考え
を示しました。それによると、初期の ITS車載器に
は ETC，駐車場におけるクレジット決済、サービス・エリアなどでの情報接続サービス、道路上の情報提
供サービス、プローブ情報といった機能を備える見込みです。ITS車載器については実装する機能に応じ
て、「フルスペック版車載器」と「廉価版車載器」、「発話型車載器」の 3 種類を仮定しています。フルス
ペック版車載器は、すべての機能を備える品種です。廉価版車載器はクレジット・カードの決済を利用す

るサービスに使えることに重点を置いたもので、インターネット接続機能やカーナビ連携機能などを削り

ました。発話型車載器は、ITS用中間言語を使った音声機能や VICSフォーマットなどに対応する一方で、
インターネット接続機能やカーナビ連携機能をオプションとします。クレジット・カード決済を使うサー

ビスへの対応の有無は検討事項とし、まだ結論は出ていないとのことです。  
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DSRCの普及による経済波及効果は決して小さくありません。電技審（電気通信技術審議会）では、2015
年までの DSRCサービス（ETC含まず）の累積市場規模を 12兆円程度、DSRC車載器（ETC車載器含
む）については 7,300億円程度と試算しています。 
（http://techon.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20070613/134172/?ref=ML、電波新聞 2007 年 6 月 19

日号、三菱電機 高度道路交通システム http://www.mitsubishielectric.co.jp/society/its/dsrc/dsrc_b.html 
などを参考） 
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